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福 祉

こ ど も

教 育

教 育

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

に
な
る
2　0　2　5　年
ま
で
に
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
母
子

家
庭
の
平
均
年
収
は
1　1　3　万

円
で
あ
り
、
生
活
は
非
常
に
厳

し
い
。
父
子
家
庭
も
同
様
で
、

貧
困
の
連
鎖
が
断
ち
切
れ
な
い
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
も
施
行

さ
れ
た
が
、
市
は
独
自
の
ひ
と

り
親
家
庭
支
援
策
を
打
つ
べ
き

と
考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答
　
市
は
現
在
、
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し

た
母
子
自
立
支
援
員
に
よ
る
相

談
業
務
の
他
、
手
当
、
医
療
、

住
居
、
自
立
、
就
労
に
関
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

国
が
策
定
す
る
「
子
ど
も
の
貧

困
に
関
す
る
大
綱
」
を
十
分
に

検
証
し
、
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
状

況
も
踏
ま
え
、
更
な
る
対
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　
国
は
、
平
成
23
年
に
小
学
校

1
年
生
の
学
級
編
制
基
準
を
40

人
か
ら
35
人
に
引
き
下
げ
た
が
、

そ
の
後
、
少
人
数
学
級
化
を
推

進
す
る
動
き
は
乏
し
い
。
市
は

少
人
数
学
級
の
効
果
及
び
必
要

性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
十
分
な
数
の
教
職

員
を
配
置
し
て
い
る
か
。

答
　
市
は
、
少
人
数
学
級
は
学

習
面
、
生
活
面
の
両
面
で
有
効

と
の
報
告
を
実
施
校
か
ら
得
て

お
り
、
そ
の
効
果
を
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
教
職
員
が
県

の
学
級
編
制
規
準
に
基
づ
き
配

当
さ
れ
る
た
め
基
準
を
下
回
る

編
制
を
一
律
に
行
う
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
今
後
、
市
費
に
よ

る
補
助
教
員
等
を
活
用
し
て
き

め
細
か
な
指
導
の
充
実
に
努
め
、

加
配
を
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

　
市
は
、
子
ど
も
が
自
然
と
触

れ
合
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、

保
護
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
に
資
す
る
場
と
し
て(

仮
称)

　
平
成
24
年
6
月
、
従
来
の
障

害
者
自
立
支
援
法
が
障
害
者
総

合
支
援
法
に
改
正
さ
れ
、
障
害

者
が
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支

　
市
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
私

立
保
育
園
に
交
付
す
る
補
助
金

の
制
度
を
改
め
る
が
、
試
算
で

は
前
年
度
に
比
べ
交
付
額
が
年

　
我
が
国
の
領
土
に
つ
い
て
、

小
学
校
5
年
生
の
社
会
科
の
教

科
書
に
は
、
北
方
領
土
に
は
触

れ
て
い
る
が
、
竹
島
や
尖
閣
諸

　
市
は
、
小
中
学
校
で
基
礎
的

な
内
容
の
補
習
を
行
う
「
校
内

塾
・
ま
な
び
く
ら
ぶ
」
事
業
の

指
導
者
と
し
て
各
学
校
か
ら
候

　
市
は
、
塩
浜
小
・
中
学
校
の

一
貫
校
化
を
目
指
し
て
い
る
。

一
貫
校
化
に
際
し
、
通
学
区
域

の
変
更
が
考
え
ら
れ
る
が
、
通

　
小
・
中
学
校
の
運
営
は
、
適

正
規
模
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
様
々

な
要
因
か
ら
大
規
模
校
と
小
規

大
場　
諭
議
員
（
公
明
党
）

佐
藤
義
一
議
員
（
民
主・連
合・社
民
）

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

守
屋
貴
子
議
員
（
民
主・連
合・社
民
）

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

小
泉
文
人
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

石
崎
ひ
で
ゆ
き
議
員
（
み
ん
な
の
党
）

湯
浅
止
子
議
員
（
無
所
属
・
市
民
）

荒
木
詩
郎
議
員
（
み
ら
い
）

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
・
市
民
）

本
市
の
実
情
や
特
色
を
活
か
し

た
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携

体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
本
市
は
地
域
ご
と
に

状
況
が
異
な
る
と
思
う
。
市
は

体
制
を
ど
う
構
築
す
る
の
か
。

青
空
こ
ど
も
広
場
を
整
備
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
周
辺
環
境

へ
の
配
慮
や
市
民
要
望
を
取
り

入
れ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
整
備
地
域
や
用
地
確
保

に
つ
い
て
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

給
決
定
を
受
け
る
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
が
必

要
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
状

は
計
画
作
成
が
遅
れ
て
い
る
と

い
う
。
市
は
課
題
や
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

間
約
2
千
万
円
の
増
や
、
約
8

4　0　万
円
の
減
と
な
る
園
が
あ

り
、
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
。

差
が
生
じ
る
理
由
と
対
処
方
法

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
新
制
度
で
は
、
公
私
格
差

島
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

教
え
る
側
か
ら
は
、
領
土
教
育

の
必
要
性
を
感
じ
つ
つ
も
、
指

導
資
料
が
な
い
た
め
対
処
に
苦

慮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
市
の
領
土
教
育
に
お
け
る
現

補
者
を
選
定
し
、
平
成
26
年
度

に
採
用
・
配
置
す
る
予
定
で
あ

る
が
、
1
回
に
つ
き
何
人
の
児

童
生
徒
が
参
加
す
る
と
想
定
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
指
導
者

が
子
ど
も
や
保
護
者
の
問
題
で

学
区
域
審
議
会
に
は
ど
の
よ
う

な
内
容
を
諮
問
す
る
の
か
。
ま

た
、
通
学
区
域
を
拡
大
す
る
場

合
、
自
転
車
通
学
の
必
要
性
に

つ
い
て
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
審
議
会
に
は
、
南
行
徳
3
、

模
校
が
あ
る
が
、
特
に
、
指
定

学
校
変
更
制
度
の
運
用
が
柔
軟

に
過
ぎ
て
お
り
、
適
正
規
模
で

の
運
営
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答
　
指
定
学
校
の
変
更
は
、
承

答
　
本
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
や
生

活
支
援
の
充
実
等
が
重
要
で
あ

り
、
地
域
ご
と
の
状
況
を
把
握

し
た
上
で
施
策
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
要
す
る
。
地
域
ご
と
の
地

域
ケ
ア
会
議
等
の
充
実
を
図
り
、

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参

考
に
し
、
本
市
の
状
況
に
即
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
　
本
広
場
は
、
市
北
部
の
公

園
等
が
少
な
い
地
域
を
中
心
に

整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、
保
護

者
等
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
地
元

住
民
の
理
解
は
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
用
地
に
は
公
共
用
地

の
他
に
空
き
地
等
が
想
定
さ
れ
、

選
定
基
準
を
策
定
し
た
上
で
公

募
す
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図

り
、
設
置
準
備
を
進
め
て
い
く
。

答
　
計
画
の
作
成
は
、
専
門
知

識
の
あ
る
相
談
支
援
専
門
員
が

関
係
機
関
と
の
サ
ー
ビ
ス
調
整

を
行
う
た
め
、
相
当
の
時
間
を

要
す
る
こ
と
、
ま
た
、
作
成
実

績
の
な
い
事
業
所
が
あ
る
等
の

課
題
が
あ
る
。
市
と
し
て
は
、

養
成
研
修
の
受
講
勧
奨
や
修
了

者
の
活
用
等
、
専
門
員
の
増
加

を
図
り
、
計
画
作
成
の
支
援
を

進
め
た
い
。

の
是
正
を
基
本
に
、
原
則
と
し

て
運
営
に
係
る
必
要
経
費
か
ら

算
出
し
た
単
価
と
児
童
数
を
基

に
交
付
額
を
算
定
し
て
お
り
、

園
の
規
模
や
職
員
の
加
配
状
況

に
よ
り
従
前
と
差
が
生
じ
る
。

減
額
原
因
の
分
析
や
増
額
と
な

る
園
に
は
職
員
の
処
遇
改
善
を

求
め
る
考
え
で
あ
り
、
制
度
上

の
不
備
で
あ
れ
ば
基
準
改
正
や

補
正
予
算
等
を
検
討
し
て
い
く
。

状
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解

説
に
は
、
北
方
領
土
に
つ
い
て

は
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
竹
島

や
尖
閣
諸
島
は
記
載
が
な
く
、

指
導
資
料
が
な
い
中
で
学
校
ご

と
に
授
業
を
進
め
て
い
る
こ
と

が
本
市
の
課
題
で
あ
る
。
今
後
、

教
員
が
指
導
に
困
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
基
礎
的
な
資
料
の
作

成
に
取
り
か
か
っ
て
い
く
。

苦
慮
す
る
場
合
の
支
援
体
制
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
余
裕
教
室
等
の
状
況
や
教

室
の
規
模
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

1
教
室
当
た
り
30
名
程
度
を
考

え
て
い
る
。
指
導
者
の
フ
ォ
ロ

ー
体
制
は
、
各
学
校
の
教
頭
ま

た
は
教
務
主
任
を
校
内
担
当
者

に
位
置
付
け
、
連
絡
等
に
よ
り

指
導
者
と
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
円
滑
な
運
営
を
図
る
。

4
丁
目
及
び
塩
浜
2
丁
目
は
塩

浜
小
学
校
を
選
択
で
き
る
地
域

と
す
る
こ
と
や
、
隣
接
学
区
に

お
け
る
指
定
学
校
の
変
更
承
認

要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
に
つ
い

て
諮
問
す
る
。
自
転
車
通
学
は
、

安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
等
の
対
策
を
十

分
講
じ
た
上
で
、
利
用
を
許
可

制
と
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

認
基
準
に
基
づ
き
、
受
入
校
の

状
況
等
も
踏
ま
え
判
断
し
て
い

る
が
、
規
模
の
適
正
化
の
面
で

は
課
題
も
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
大
規
模
校
等
で
は

兄
姉
の
在
籍
を
条
件
と
し
た
よ

り
強
い
制
限
を
導
入
し
て
い
る

が
、
今
後
、
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
や
教
育
水
準
の
維
持
等
も

視
点
に
、
変
更
の
制
限
強
化
に

つ
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
の
特
色 

ど
う
把
握

地
域
ケ
ア
会
議
等
で
模
索

ひとり親家庭に市独自の支援策を
国策定の大綱検証し対策考えたい

必要性の認識は 体制は十分か
学習・生活とも有効 県に加配求める

整
備
地
域
と
用
地
確
保 

ど
う
考
え
る

公
園
少
な
い
地
域
中
心 

空
き
地
の
活
用
も

利
用
計
画
の
作
成 

課
題
と
見
通
し
は

専
門
員
の
増
加
図
り
支
援
進
め
る

制
度
改
正
で
額
が
増
減 

理
由
と
対
応
は

算
定
法
に
起
因 

増
減
園
に
は
個
別
に
対
策

指
導
資
料
な
く
現
場
は
苦
慮 

ど
う
対
処

今
後
基
礎
的
な
資
料
の
作
成
に
取
り
組
む

指
導
者
の
困
り
ご
と
に
対
す
る
支
援
は

教
頭
等
と
情
報
共
有 

円
滑
な
運
営
図
る

通
学
区
域
と
自
転
車
通
学 

ど
う
考
え
る

区
域
拡
大
等
を
諮
問 

許
可
制
も
検
討

指
定
校
変
更
制
度
に
問
題
は
な
い
か

課
題
あ
る 

変
更
の
制
限
強
化
を
検
討

地域包括ケアシステム

子どもの貧困少人数学級編制

（仮称）青空こども広場

障害者への給付サービス

私立保育園補助金

領土教育

校内塾・まなびくらぶ

塩浜小・中学校

小・中学校の適正規模


